
 
平成30年度 

敦賀市民間最終処分場環境保全対策協議会 
 

ー抜本対策事業の実施状況についてー 

 

 
平成31年３月22日 

 
福井県・敦賀市 

 
 

 資料１  



EL.99m 

EL.170m 

EL.160m 
TN(FH=114m) 

EL.68m 

TN(FH=118m) 

木の芽川→ 

EL.152m 

浄化促進対策 

■浸出水処理施設 
  設計流量：350ｍ３/日 
  貯留槽：10,000ｍ３ 

■ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ工（舗装） 
 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工：65,900m２ 

■鉛直遮水工 
  【ｶｰﾃﾝｸﾞﾞﾗｳﾁﾝｸﾞ工】 
  施工延長： 
  北側444m,東側504m, 
  南側555m,西側387m 

■浸出水揚水井戸 
 φ600ｍｍ仕上×13箇所 
 ＋既設3箇所 

■鉛直遮水工 
 【連続地中壁工】 
  施工延長： 
  北側L=315m,南側L=486m 

■事業実施範囲 
 全周：     1,890m 
 面積： 214,000m２ 

■ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ工（遮水ｼｰﾄ） 
  遮水シート工：135,800m２ 

EL.60m 

抜本対策事業の施設等概要 
(H24年度工事完了） 

■防災調整池 
  調整池容量：2,730m３ 

■保有水揚水井戸 
  φ600mm仕上×30箇所 

TN(FH=112m) ■ドレーントンネル工 
  延長：1,095m 

■ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ工（吹付） 
 モルタル吹付工：10,400ｍ２ 
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遮水機能の維持管理状況 

■ 点検の種類 

キャッピングおよび雨水集排水設備等の点検・保守 

実施状況 

○ 年４回［5月、8月、11月、2月］ 

実施内容 
○ 各設備の変状等を記録・整理 

○ 異常箇所の変位、ドレーントンネルの区間湧水量等の計測 

○ 計測結果をグラフ化して傾向を把握 

○ 点検結果および補修履歴等は電子化して蓄積、長期的な維持管理に活用 

■ 定期点検 

点検の種類 実施者 点検内容 実施頻度 

日常点検 県・管理業者 目視による施設の異常の有無を確認する 
1回/週* 

(*施設の状況による) 

定期点検 点検事業者 
目視点検、計測等により施設の補修の必
要性を判定し、補修方法を検討する 

4回/年 

臨時点検 県・管理業者 
地震、台風、集中豪雨等による異常の有
無を目視により確認する 

異常気象発生時 

詳細点検 県・専門業者 
突発的な異常が発生した場合や補修のた
めの詳細な点検を行う 

異常が発生した時 
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■ 雨水排水路の点検 

■ モルタル吹付工の点検  ■ 遮水シートの点検 

■ ドレーントンネルの点検 

補修跡の変状を計測し、健全性を確認 

シートの変状などが無いかを点検 

 トンネル内の排水流量や流速などを測定し、 
 遮水機能をチェック 

クラックの進行性や補修の必要有無を診断 
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■ 点検状況 

   

○ 日常点検、定期点検および台風通過後の臨時点検による各施設の変状を確認 

 ■ シート固定工の点検 



■ 補修等の実施状況 

EL.99m 

EL.170m 

EL.160m 

EL.68m 

木の芽川→ 

EL.152m 

EL.60m 

水路堆積土砂除去 

防災調整池堆積物除去 

before 

after 

水路クラック補修 

before after 

モルタル吹付クラック補修 

before 

after 

水路堆積塵芥除去 
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before 

after 

国道４７６号 

before after 

after 

before 

管理用道路の補修 



点検の種類 頻度（現行） 頻度見直し（案） 

日常点検 
１回/週* 

（*施設の状況による） 
同左 

定期点検 ４回/年 ２回/年 

臨時点検 異常気象等発生時 同左 

詳細点検 異常発生時 同左 

＜点検頻度の見直し（案）＞ 
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■ 定期点検の頻度見直し 

これまでの定期点検結果を踏まえた考察 

○ 抜本対策工事の完成後から、各施設の経年的な変状等を周期的に監視するため、年４回 

  の定期点検により計測データや補修履歴などの情報を蓄積（約６年）。 

○ 各構造物にみられる主な変位の特徴は、周期性のものが多く、累積性や進行性の兆候は 

  殆ど見られない。（変状は小さく安定的に機能を維持） 

○ 施設の機能に支障をきたすおそれがある事象に対し、適宜補修等対策を実施してきたが、 

  近年は要補修箇所が減少している。 

○ これまでの蓄積データを活用し、年２回に点検頻度を減じても、経年的な変状等の監視 

  に支障は生じない。 

○ 定期点検では、H25年度から各施設の変状等を計測し、データで蓄積 

○ これまでの点検結果から、各施設の変状のほとんどは、季節的な周期性があり、 

 それらの変位は、気温の変化による影響の範囲内であることを確認 

 

 

 

○ 適宜補修等を実施してきたが、近年では、補修箇所が減少 

モルタル吹付け工のクラック  ⇒ クラック変動幅は、外気温に応じて周期的に変動 

遮水シートのはらみ出し    ⇒ 外気温に応じたシートの膨張・収縮による変状であることを確認 

雨水排水路・集水桝の隙間   ⇒ 過去に補修した隙間は、今も健全に機能維持している 

○ 日常点検、臨時点検および詳細点検は、これまで同様実施 

○ 定期点検は、点検頻度を見直す 



    

  

Sb42 Sb43-2 

遮水機能の確認状況 

Sb40 

Sb41 

  

Sb44 Sb45 
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○ 遮水壁外側の地下水位は、降雨等の影響とみられる変動があるものの概ね横ばい 

○ 遮水壁内側の地下水位は、抜本対策工事完了以降安定しており、遮水壁の健全性を維持 

■ 遮水壁内外の地下水位の変動状況  
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新D測線

ドレーントンネル

鉛直遮水壁
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鉛直遮水壁

ドレーントンネル

現況地下水位 

施工前地下水位 

現況地下水位 

南北断面 

東西断面 

南北断面 

東西断面 

施工前地下水位 
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南 北 

西 東 

○ 鉛直遮水工完成後、地下水位が低下 

○ その後、安定的に低い状態を維持 

■ 地下水位の変動状況(水位断面図)  



西側
坑口 

東側 
坑口 

排水量測定のための三角堰 
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水位計の故障による欠測 水位計の交換による欠測 

○ ドレーントンネルの排水量は、西側約200～500L/min、東側約70～200L/min 

○ 解析結果(西側約200L/min、東側約180L/min)と同程度で排水 

■ ドレーントンネルの排水状況  
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水処理施設等の運転状況 

○ 浸出水および保有水の処理水量は、約230 ～ 530 ｍ3/日 

○ 放流水質は、常時排水基準を満足 

■ 水処理施設の処理状況  
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木の芽川 

国道476号 

遮水壁 

埋立地 

○ 処分場の全体平面図 

水処理施設 貯留槽 
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■ 浸出水(上流側)の放流状況  

○ 浸出水(上流側)は、水質監視を行った上で、そのまま放流。 

  H31.１から放流を開始し、放流量は、約 80 ～ 140 ｍ3/日 

○ 浸出水(上流側)の水質は、排水基準と比べて十分に低く、 

 電気伝導度も、年間通して、これまでと同程度で安定的に推移 
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H25.4 H26.4 H27.4 H28.4 H29.4 H30.4

電気伝導度 

浸出水（上流側） 【参考】浸出水(下流側) 

mS/m 

浸出水(下流側) 

浸出水(上流側) 

保有水 

導水ピット 

減勢桝 

雨水排水路 

雨水排水路 

河川へ直接放流 



浄化促進対策の実施状況 

概要 

［空気注入工］：廃棄物層に空気を注入し、内部環境を好気化し、廃棄物等を分解促進 

［水 注 入 工］：アスファルトキャッピングの一部を撤去し、廃棄物層へ雨水を浸透させ、 

        汚濁物質を洗い出し、揚水して水処理施設で浄化 
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（キャッピング撤去）

雨水
揚水

送風機

（ブロア）

廃棄物層内の

分解促進

空気

水浸透

汚濁物質の

洗い出し

Ｐ

井戸

（調整池）

Ｐ

キャッピング

覆土層

廃棄物層

帯水層

水処理施設へ

空気注入工 水注入工 

散水 



4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

処分場全体に対し注入

地点に応じて注入量を調整

クラックによる雨水自然注水

キャッピング撤去による注水

井戸への直接注水

【水循環工】

循環桝（ア・イ）

平成３０年度

【空気注入工】

【水注入工】

浄化工法
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

浄化促進工を停止

施工状況 
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  Ｈ30年度 施工エリア図 キャッピング撤去による注水 

空気注入工 

＜ 凡  例 ＞          

   ①重点的な対策実施エリア 

（水質の特に悪いエリア）     

   ②浄化エリア 
 

   ③施工休止エリア 
 

循環桝（ア） 

循環桝（イ） 

○ 平成30年度は、昨年度に引き続き保有水質が特に悪いエリア(全窒素が200㎎/L以上)で 

 対策を重点的に施工。 

  なお、保有水質が良好なエリアでは、対策を休止（施工休止エリア） 

補助的に実施 
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下
量 

○施工状況 

 ・地中温度を監視しながら高濃度エリアへ 

   重点的に注入 

○モニタリング結果 

 ・ 空気注入による廃棄物等の分解が促進 
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（EL.140） （EL.140） 

■ 空気注入工  

赤枠線：空気注入範囲 



○施工状況 
 ・ キャッピング撤去部への雨水および散水 
   による水注入 

○モニタリング結果 

 ・ 全窒素を洗出し、排出量は順調に増加 
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＜キャッピング撤去状況＞ 

○全窒素の累積排出量の推移（H25～） 

■ 水注入工  
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浄化効果確認モニタリング結果 
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○ 浄化促進対策の施工当初と比較し、全域で濃度は低下 

■ 水質の変動  

H22.12 (浄化促進工の施工当初) H30.11 

B
O

D
 

全
窒
素 
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 H25年度当初  H31年度見込み 

○ 施工当初と比較し、水質が特に悪いエリアは減少し、施工休止エリアが増加 

■ 施工エリアの変化  
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施工エリアの経年変化 

＜ 凡  例 ＞          

   ①重点的な対策実施エリア 

（水質の特に悪いエリア）     

   ②浄化エリア 

 

   ③施工休止エリア 
 



Hb3

Hb8

Hb7

TC01

2A

1C

2C

3A
4A

Hb6

TA03

6A

TA01

1A

TB01

3B

TB02

TB08

1J

Hb2

1B

5A

Hb4

Hb1

TC02

TB04

TB05

TB03

TA02

TB09

TB06

TB07

TA05

TA04

Hb5

TA06

8AA9 A10

B12

A12 A13

B11

A11
Hb9

4B

7A

A1
A2

A3 A4

B1

B3

B2

B5

C1
C2

C3
B7

B6

A5 A6 B8

A15A14

A8A7

2J

B9
B10 5B

B42B

4A2

4B2

3B2

6A2 8A2

2B2

5B2

17 

  平成31年度の施工エリア図（案） 
  〔H30年の水質調査結果から区分〕 

＜ 凡  例 ＞  
         

   ①重点的な対策実施エリア 

（水質の特に悪いエリア）     

   ②浄化エリア 

 

   ③施工休止エリア 

 

○ 空気注入工および水注入工の２工法での浄化促進対策を継続 

○ 水質が特に悪いエリアにおいて、対策を重点的に施工 

○ なお、水質が良好なエリアは、同対策を休止し、モニタリングを継続 

今後の浄化促進対策 

空気注入工 

キャッピング撤去による水注入工 


